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不透明さが増す
AIの活用



人と認知AIの為の

エンジニアリング
プラクティス

信頼性と

説明責任

公平性と
バイアス

人とAIの

相互作用とコ
ラボレーション

信頼性と

安全性

慎重な

AI活用

AI Ethics and Effects in Engineering and Research





公平性
と

信頼性



透明性

HasAsthma(x) = LessRisk(x)

肺炎による死亡リスクの予測



プライバシー
と

セキュリティ
We knew that if we could identify them in 

their second trimester, there’s a good 

chance we could capture them for years

“

“



説明責任



AIシステムの責任ある開発と
使用における考慮事項
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システムの目的



テクノロジー レディネス



品質と信頼性

https://blogs.msdn.microsoft.com/education/2015/07/27/case-study-applying-azure-machine-learning-in-

education-to-student-dropout/



慎重なAI活用



AIによるサービスの拒否



差別、格差の助長



個人の自由とプライバシー



確認すべき４つの事項

システムの
目的

1

実現可能
範囲

2

品質と
信頼性

3

注意を要す
るカテゴリ

4

注意を要するカテゴリ

社会的に重要なサービスの拒否

危害を与えるリスク

個人の自由



https://aidata.or.jp
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データ

AI研究

オープンイノベー

ションの促進
ビジネスの加速

社会課題の解決



障がいのある方に向けたAIデータ活用



日本支援技術協会の役割

•必要なログデータ研究

•ログ収集ツール開発

•ログデータ提供先との協議

AIデータ活用コンソーシアムの役割

•ログデータ収集ツール提供

•ログデータ保管・提供

•ログデータ収集・保管・提供に関す

るルールづくり



データ収集

日本支援技術協会

企画協力：イデア・フロント
開発協力：クアーズ

ツール利用者

協力

操作ログ
データ

操作ログ収集
依頼

障害者向け操作支援アプリ開発者

高度な操作予測機能を
備えた操作支援アプリ

コンピュータ操作に困難のある方

クレンジングされた
操作ログデータ



高齢者に向けたAIデータ活用



•日本の高齢者の

音声データ収集

•高齢者とコミュニケー

ションするロボットへの

AIの追加

•高齢者施設での実

証研究

•高齢者の音声データ

の保管・ATRへの提

供

•保管・提供に関する

ルールづくり



AI の活用
• Machine Learning を利用し、学習を重ねることで
アプリの「Yes」「No」判断の精度・スピードが向上し
コミュニケーションがより円滑に

瞳孔変動を用いた意思伝達 ー UI  

YES 

「肯定」、「否定」、「分からない」のシ
ンプルな構成となります。 

注視先の明滅に合わせて瞳孔の反
応をとらえ、どこを注視しているのか
判定します。 

選択が確定した際には、音声及び
画面にて表示します。 
(今回のデモでは音声出力に対応し
ておりません) 

YES 

YES NO 

？  

N
o

?

Ye
s

特 徴
• ALS などで閉じ込め症候群 (Locked-in 

Syndrome)となった方が対象
• 瞳孔径をデバイスで測り、アプリの「Yes」「No」等の
輝度変更と瞳孔変動の対応でコミュニケーション

瞳孔変動を用いた
重度障害者用意思伝達システム

PuCom
東京工業大学



AIと人との
ハイブリッド情報保障システム

AI ミミ
合同会社シーコミュ

AI の活用
• Cognitive Services Speech API とプロの
オペレーターのハイブリッドなシステムにより
早く正確な情報保障を手軽に提供することが可能に

特 徴
• 聴覚に障碍のある方が、講演会や講義に一緒に
参加できるための情報保障システム

• 講演者の音声を AI でテキスト化、プロの
オペレーターが修正することで、正確な字幕を提供
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知的財産 製造物責任 倫理・公平性

変化する価値

データ流通基盤に求められる様々な要素と課題

統合データ活用
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ソフトウェアを組み込んだ製造物については、本法の対象 と解される場合があ
りうる。

ソフトウェアの不具合が当該製造物自体の欠陥

損害賠償責任が生ずる
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警告・説明表示欠陥
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警告・説明表示欠陥原因？
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身元確認 保証
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AIを使用することによる影響が想

定可能、且つ使用者に限定され
許容可能である。

AIを使用することによる影響が想

定可能であり、補償もしくは回復
可能である。

AIを使用することにより身体、社

会権に影響を及ぼす可能性があ
る、若しくは補償、回復が困難で
ある。

用途により異なるデータに求める保証レベル
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順位 2018年 2019年

1 マジ卍 り

2 すこ パリピ

3 彼ピッピ タピる

4 バズる とりま

5 ワンチャン あね

6 パリピ それな

7 ズッ友 フロリダ

8 草 おけまる

9 ぷちょへんざ 乙

10 好きピ 草

バイドゥ「Simeji」

やばい！
このラーメンやばいよ！

美味しい！
このラーメン美味しいよ！

時間と共に変化するデータの価値



• 相反する限られたデータ

0

20

40

60

80

100

地域１ 地域２ 地域３ 地域４

例：音声データ分布

20代

30代

40代

50代

60代

ニーズにより異なるデータの価値



38

大きく異なる
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知的財産・契約

形を変えデータが永続するAIでは

従来と異なる取引、契約の考え方

が必要です。スマートコントラクトを

用いた柔軟なデータ取引の実現を

目指します。

AI研究

コンソーシアムが取り組むデータ収

集・流通を通して、国内の大学・研

究機関等と連携し社会課題の解

決に資するAI研究を加速していきま

す。

データ収集・活用

領域を問わず様々なデータをコン

ソーシアムが提供するデータ基盤を

通じて提供するとともに、AIによる社

会課題の解決に貢献します。

データ基盤

様々な契約条件、基準、セキュリ

ティ要件に対応した柔軟なデータ流

通基盤を提供し、重要性を増す

データ統制に対応します。




